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1. ネコの脊髄視蓋路について
小林正直(千大第三解剖) 
Nauta法が用いられるようになってから，上丘の線
維結合関係も一層詳細にされ，網膜からの網膜上丘路お
よび視覚領からの後頭上丘路は，主としてその浅髄層と
浅灰白層に，また，身体知覚運動領の一部から生ずる皮
質上丘路は中間髄層と中間灰白層にそれぞれ終止するこ
とが明らかになった。しかし，脊髄から起こる脊髄視蓋
路については，いずれの層に至るのか明白でない。そこ
で，演者は 15匹のネコを用い，その第 3頚髄から下部
延髄に至る聞の種々の高さで，半切ないし部分的傷害を
与え， Nauta圃 Gygax法で染めた連続標本で，脊髄視蓋
路を調べてみた。その結果，本束は主として交叉性で，
脊髄視床路と経過をともにするが，中脳高に至ると後者
から分かれて上丘の腹外側部に向かい，ついで、，その中
間髄層と中間灰白層で終わることがわかった。なお，本
束の起始核については，これまで外側頚核とする説が有
力であったが，これに直ちに賛成することはできなかっ
た。 
2. 医学領域におけるシミュレーションの二三の応用
伊藤耕三，多紀英樹，土屋和子
伊藤彰時，池田信次郎，小山磐
(千大公衆衛生) 
Simulationには， all man simulation，all machine 
simulation，man-machine simulationがある。近年こ
れらの simulationは臨床・公衆衛生を問わずその価値
が認識され，応用例も珍らしくない。
われわれはモンテ・カJレロ法を使って，医学領域の中
の二，三の問題について解を求めたので、ここに報告する。
その一つは待合わせ問題である。病院における診察室
や集団検診の際の待合わせ問題を，ポアソン到着，サー
ビス時間は指数分布として，種々のケースにつき検討し 
7乙。 
3. 組織培養によるマウス，ハムスター， ヒト胎児線
維芽細胞，および，サル腎細胞の悪性変換実験
関谷宗英，桑田次男(千大細菌)
正常マウス，ハムスター，ヒト胎児線維芽細胞，およ
び，サル腎細胞の単層静置培養初代，あるいは 2代のシ
ートを，発癌剤 20-MC(5%WjWディスク)，および， 
4-NQO (10-5"，5 X 1O-7M)で数日間処理し，顕微鏡下
で、観察を続けた。マウスでは， 20-MC，4-NQO両者と
も100目前後で変換 (Transformation)をみた。すな
わち，形態の変化，増殖率の上昇，細胞配列の乱れ，多
層シートの形成，少数細胞 (102"， 103) の立ち上がり，
培養ピンからの易剥離性等である。目下悪性変換を同系
ホスト復元接種により観察中であるが，陽性例をみてい
ない。ハムスターでは， 35目前後で 4-NQOによる変換
をみたが，復元接種を行なっていない。ヒト胎児，サJレ
腎では，現在約 50日目で変換をみていない。 
4. 癌原性物質および，ウイルスによるマウスの発癌
実験
中村和成，桑田次男(千大細菌)
発癌剤 20ーメチJレコランスレンを， トリー Nー カプリリ
ンに溶解し， CFW系マウスの肩肝間皮下に接種し， 4 
日後，ラウス肉腫ウイ Jレスを，ニワトリヒナに接種して
できた肉腫細胞を，同所に接種して，観察を続けた。対
照は 20-MCのみのものとした。約 4カ月聞に，肉腫の
発生が見られたが，対照との聞に有意の差は認められな
かった。
次に，それによってできた腫蕩を，ニワトリヒナに接
種したが陽J性例はみられず。同時に， in vitroにて，そ
の細胞を，ニワトリ匪線維芽細胞と接触培養し， 6代継
代後，ニワトリヒナに接種したが陽性例はみられなかっ 
fこ。
以上の結果より， RSV -genomeが， ラウス肉腫細胞
から，マウスの肉腫細胞へ移らなかったということがい
える。 
5. 	 日本住血吸虫症における，肝生検の診断的意義
伊藤 進，瀬田勝雄，本村八重子
沖津茂次郎，内藤敬一，御園生正紀
森 博道 (千大第一内科)
過去 10年の肝生検例において，日本住血吸虫症 10例
を経験した。全例，肝腫大または肝機能異常 (BSPおよ
び血清穆質反応)の精査を目的として入院した。
肝生検組織所見
